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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年12月8日(2011.12.8)

【公開番号】特開2010-102113(P2010-102113A)
【公開日】平成22年5月6日(2010.5.6)
【年通号数】公開・登録公報2010-018
【出願番号】特願2008-273430(P2008-273430)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  23/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  23/24    　　　Ｂ
   Ａ６１Ｂ   1/04    ３７０　
   Ａ６１Ｂ   1/00    ３００Ｅ
   Ｇ０２Ｂ  23/24    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月24日(2011.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  被写体を撮像して得られた画像における画像座標に対応した前記被写体上の３次元座標
を算出する座標算出部と、
  前記座標算出部によって算出された、基準点を含む３点以上のサンプル点の３次元座標
から平面を算出する平面算出部と、
  前記平面上の、複数のゲージ目盛り点の３次元座標に基づいて、前記基準点から所定の
３次元距離を有する位置を示すゲージを表示するための表示信号を生成する表示信号生成
部と、
  を備えたことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
前記平面算出部は、前記３点以上のサンプル点の３次元座標から前記基準点を通る２本の
空間直線を算出し、前記２本の空間直線に基づいて前記平面を算出することを特徴とする
請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
  前記表示信号生成部は、前記２本の空間直線の一方上に設定された、前記基準点からの
３次元距離が等しい２点の３次元座標に基づいて、前記ゲージを表示するための前記表示
信号を生成することを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
前記表示信号生成部は、前記２本の空間直線の一方上に等間隔に設定された前記複数のゲ
ージ目盛り点の３次元座標に基づいて、前記ゲージを表示するための前記表示信号を生成
することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
前記表示信号生成部は、前記２本の空間直線の他方上に設定された、前記基準点からの３
次元距離が等しい２点の３次元座標に基づいて、前記ゲージを表示するための前記表示信
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号を生成することを特徴とする請求項３または請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
前記表示信号生成部は、前記２本の空間直線の他方上に等間隔に設定された前記複数のゲ
ージ目盛り点の３次元座標に基づいて、前記ゲージを表示するための前記表示信号を生成
することを特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
  前記表示信号生成部は、前記平面上で前記基準点から所定の３次元距離を有する複数の
ゲージ周囲点の３次元座標に基づいて、前記ゲージを表示するための前記表示信号を生成
することを特徴とする請求項２～請求項６のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項８】
  前記表示信号生成部は、前記３点以上のサンプル点の３次元座標の少なくともいずれか
に基づく前記被写体までの距離に基づいて、前記複数のゲージ目盛り点の間隔を設定する
ことを特徴とする請求項４または請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項９】
  前記ゲージは、前記２本の空間直線の一方における前記複数のゲージ目盛り点に基づく
直線、前記２本の空間直線の他方における前記複数のゲージ目盛り点に基づく直線、及び
前記複数のゲージ周囲点をつなぐ線を有することを特徴とする請求項７に記載の画像処理
装置。
【請求項１０】
  前記表示信号生成部は、ユーザからの指示に基づいて、前記ゲージの角度を設定するこ
とを特徴とする請求項１～請求項９のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１１】
  被写体を撮像し撮像信号を生成する電子内視鏡と、
  前記撮像信号に基づいて映像信号を生成する映像信号生成部と、
  前記映像信号に基づく画像における画像座標に対応した前記被写体上の３次元座標を算
出する座標算出部と、
  前記座標算出部によって算出された、基準点を含む３点以上のサンプル点の３次元座標
から平面を算出する平面算出部と、
  前記平面上の、複数のゲージ目盛り点の３次元座標に基づいて、前記基準点から所定の
３次元距離を有する位置を示すゲージを表示するための表示信号を生成する表示信号生成
部と、
  を備えたことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項１２】
  内視鏡装置および画像処理装置を備えた内視鏡システムであって、
  前記内視鏡装置は、
  被写体を撮像し撮像信号を生成する電子内視鏡と、
  前記撮像信号に基づいて映像信号を生成する映像信号生成部と、
  前記映像信号を外部へ送信する送信部と、を有し、
  前記画像処理装置は、
  前記映像信号を受信する受信部と、
  前記映像信号に基づく画像における画像座標に対応した前記被写体上の３次元座標を算
出する座標算出部と、
  前記座標算出部によって算出された、基準点を含む３点以上のサンプル点の３次元座標
から平面を算出する平面算出部と、
  前記平面上の、複数のゲージ目盛り点の３次元座標に基づいて、前記基準点から所定の
３次元距離を有する位置を示すゲージを表示するための表示信号を生成する表示信号生成
部と、を有する
  ことを特徴とする内視鏡システム。
【請求項１３】
  被写体を撮像して得られた画像における画像座標に対応した前記被写体上の３次元座標
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を算出する座標算出部と、
  前記座標算出部によって算出された、基準点を含む３点以上のサンプル点の３次元座標
から平面を算出する平面算出部と、
  前記平面上の、複数のゲージ目盛り点の３次元座標に基づいて、前記基準点から所定の
３次元距離を有する位置を示すゲージを表示するための表示信号を生成する表示信号生成
部と、
  としてコンピュータを機能させるためのプログラム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、被写体を撮像して得られた画
像における画像座標に対応した前記被写体上の３次元座標を算出する座標算出部と、前記
座標算出部によって算出された、基準点を含む３点以上のサンプル点の３次元座標から平
面を算出する平面算出部と、前記平面上の、複数のゲージ目盛り点の３次元座標に基づい
て、前記基準点から所定の３次元距離を有する位置を示すゲージを表示するための表示信
号を生成する表示信号生成部と、を備えたことを特徴とする画像処理装置である。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
  また、本発明は、被写体を撮像し撮像信号を生成する電子内視鏡と、前記撮像信号に基
づいて映像信号を生成する映像信号生成部と、前記映像信号に基づく画像における画像座
標に対応した前記被写体上の３次元座標を算出する座標算出部と、前記座標算出部によっ
て算出された、基準点を含む３点以上のサンプル点の３次元座標から平面を算出する平面
算出部と、前記平面上の、複数のゲージ目盛り点の３次元座標に基づいて、前記基準点か
ら所定の３次元距離を有する位置を示すゲージを表示するための表示信号を生成する表示
信号生成部と、を備えたことを特徴とする内視鏡装置である。
 
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
また、本発明は、内視鏡装置および画像処理装置を備えた内視鏡システムであって、前記
内視鏡装置は、被写体を撮像し撮像信号を生成する電子内視鏡と、前記撮像信号に基づい
て映像信号を生成する映像信号生成部と、前記映像信号を外部へ送信する送信部と、を有
し、前記画像処理装置は、前記映像信号を受信する受信部と、前記映像信号に基づく画像
における画像座標に対応した前記被写体上の３次元座標を算出する座標算出部と、前記座
標算出部によって算出された、基準点を含む３点以上のサンプル点の３次元座標から平面
を算出する平面算出部と、前記平面上の、複数のゲージ目盛り点の３次元座標に基づいて
、前記基準点から所定の３次元距離を有する位置を示すゲージを表示するための表示信号
を生成する表示信号生成部と、を有することを特徴とする内視鏡システムである。
 
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１８】
　また、本発明は、被写体を撮像して得られた画像における画像座標に対応した前記被写
体上の３次元座標を算出する座標算出部と、前記座標算出部によって算出された、基準点
を含む３点以上のサンプル点の３次元座標から平面を算出する平面算出部と、前記平面上
の、複数のゲージ目盛り点の３次元座標に基づいて、前記基準点から所定の３次元距離を
有する位置を示すゲージを表示するための表示信号を生成する表示信号生成部と、として
コンピュータを機能させるためのプログラムである。
 
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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